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を除き、全て中期中葉～末葉である。
　中期集落を構成する住居址は埋没谷を含む鳩川の支谷
によって分断された台地上に大きく 4地点に分かれて分
布しており、これらの集落は地区名称をとって、A区集落、
D区南集落、D区北集落、E区集落と便宜的に呼ばれて
いる。これに加えて派生的な居住域が F区や鳩川沿いの
低位段丘にも見られる。
　なお、鳩川谷低地の有鹿谷地点では、発掘調査に加え
ボーリング調査が行われ、縄文時代中期～後期にかけて
の花粉化石や植物遺体が検出されており、特に中期前葉
～中葉におけるクリ花粉の多産が確認されていることか
ら、人為的に維持されたクリ林の存在が想定されている。
　これまでの調査により、A区や E区の集落は勝坂 1～

はじめに
　相模原市勝坂遺跡の中期後葉の縄文土器 4点について、
炭素 14 年代測定及び炭素・窒素同位体比分析をおこなっ
た。本研究は、2019 年度国立歴史民俗博物館機器利用型
共同研究（代表　西本志保子）（註 1）の成果の一部である。

（西本）

１．勝坂遺跡の概要
　勝坂遺跡は相模原市南区の磯部地区に位置し、相模川
支流の鳩川左岸に立地する縄文時代中期を中心とする集
落遺跡である（図 1）。1926（大正 15）年の大山柏氏によ
る発掘調査でその存在が知られるようになり（大山
1927）、勝坂式土器の標式遺跡であることなど、学史上も
著名な遺跡であったが、1974（昭和 49）年には集落遺跡
としての高い価値が認められ、国の史跡として指定され
ている。
　現在、把握されている遺跡の範囲は相模原市№ 223 ～
226 遺跡として登録される周知の埋蔵文化財包蔵地によ
り構成され、総面積はおよそ 267,000㎡に及ぶ。その主要
地点として、段丘上に立地するA～ F区と鳩川谷低地の
有鹿谷地点があり、このうち B～Ｅ区については、鳩川
沿いの段丘縁辺部に展開し、その東背を刻む鳩川の支谷
を挟んでＡ区が位置する。Ａ～Ｅ区が立地する段丘面は、
古相模川が形成した相模野台地の段丘群のうち中津原段
丘面に比定され、Ｄ区北東側に位置する F区は、比高差
約 5m程で一段上がった相模原段丘面に比定される。こ
れらの段丘表層は富士山起源の火山灰や腐植土を主体と
する黒土層となっており、その下層に関東ローム層が厚
く堆積する（中津原段丘面でおよそ 7～ 9m）。鳩川の谷
低地部である有鹿谷地点は、中津原段丘の崖下に沿って
テラス状に形成された小段丘面と主に鳩川の氾濫等によ
る河川堆積物が堆積する低湿地部から成り、段丘崖直下
には豊富な湧水が所々に見られる。　
　勝坂遺跡ではこれまでに 111 次に及ぶ発掘調査が実施
され、160 軒を越える住居址の存在が確認されている。
未調査部分を含めれば、その実数は数倍となることが予
測される。所属時期は、後期初頭と同中葉に属する 2軒
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図 1　勝坂遺跡の地区と指定地範囲



西 本 志 保 子 ・ 坂 本 　 稔 ・ 河 本 雅 人2

2 式期から形成が始まるのに対し、D区の南北集落は、
勝坂 3式期～加曽利 E1・曽利Ⅰ式期からとなっており、
若干の時間差があることが判明している。また、各集落
の構造については不明な点が多いが、A区集落とD区南
集落については、中央広場を伴う径 100 ～ 120m 程度の
環状集落である可能性が高い。
　集落の終焉期である中期末葉～後期初頭には竪穴住居
址から敷石住居址への転換が起こり、その分布もD区と
その周辺に集約されるようである。さらに、低位段丘へ
の進出も見られ、それまで維持されてきた集落景観が大
きく変化したことがうかがえる。住居址については、そ
の後、加曽利 B1 式期のものが 1軒確認されているのみ
であるが、後期前葉の遺物も各地区で普遍的に出土して
いることから、今後、住居址を含む当該期の遺構が確認
される可能性もある。� （河本）

２．分析試料の出土状況
　今回分析を行った 4点の試料は、D区南集落のⅡ－3
号住居址から出土した土器片である（写真 1）。同住居址
は 1973（昭和 48）年に実施された第 1次調査（大川・大
島 1975）の第 4トレンチと第 5トレンチで検出されたも
ので、史跡整備事業のため 2005（平成 17）年と翌年に実
施した第70次及び第81次調査で再調査が行われた（中川・
領家 2009）。分析試料は再調査の際に出土したものであ
る（図 2）。
　Ⅱ－ 3号住居址は段丘の崖線に近い集落の南西側に位
置する竪穴住居址で（第 3図）、平面形は隅丸五角形を呈
し、炉と埋甕を結んだ主軸長で 5.8m、直交軸長で 6.0m
の規模をもつ。周溝が 3条見られ、新旧 2基の炉や貼床
で被覆されたピットが検出されていることから 2回以上
の拡張・補修が行われていたと推測されている。入口部
には加曽利 E3 式の埋甕が 1基検出されている。覆土は
レンズ状堆積を示し、遺物は床面上に少なく、住居廃絶
後に形成された窪地に略完形の土器を含む大量の遺物が
廃棄されるいわゆる吹上パターン状の出土状況がみられ
た。
　個々の分析試料の出土状況は次のとおりである。

KNSK-3（注記：SKS-70�1 地テン C区�Ⅲ a 一括�2307）
　半截竹管状工具の内面を使用した縦位の条線と沈線に
よる蛇行懸垂文が見られる土器片である。内面に炭化物
の付着が認められる。東西セクションA-A’南側の西半
を示す C区の一括取り上げ遺物で、住居址確認面の基本
層序であるⅢ a層との記載により覆土上層から出土した
ものと判断される。
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図 2　D 区南集落の住居址分布

図 3　Ⅱ− 3 号住居址平面図及び試料出土位置
（中川・領家 2009 を基に作成）
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KNSK-5 と同様に住居址廃絶後に形成された窪地に廃棄
されたものと推定される。� （河本）

３.　勝坂遺跡D地区の土器の年代測定
　相模原市立博物館の収蔵庫に保管してある勝坂遺跡D
地区の土器資料を悉皆調査し、中期後葉の炭化物付着土
器を探した。炭化物を採取できた土器は 9点あったが、
年代測定可能な炭化物を採取できたのはKNSK-3・5・6・
9 の 4 点であった（表 1）。� （西本）

４．試料と測定について
　国立歴史民俗博物館年代実験室において、坂本と西本
が前処理作業をおこなった。まず、採取試料の重量測定
および顕微鏡下で試料の状態の観察をしたあと、写真撮
影をおこなった。準備が整ったところで、アセトン中で
5分間、超音波洗浄をおこなった後、クロロホルムとメ
タノールの混液で 30 分の還流を 2回おこなった。そして
アセトン中で 5分間の超音波洗浄を 2回おこない、以上
の操作で油分や接着剤などの成分を除去した。次に
AAA処理で不純物を科学的に取り除き、純水で中性に
なるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理として、1Mの

KNSK-5（注記：SKS-70�1�Ⅲ b�P-424）
　半截竹管状工具の内面を使用した縦位の条線と沈線に
よる蛇行懸垂文が見られる土器片である。内面に炭化物
が付着する。住居址中央より北側の覆土上層から出土し
たもので、住居址廃絶後に形成された窪地に廃棄された
ものと推定される。KNSK-3 と文様、胎土が近似し、同
一個体の可能性がある。

KNSK-6（注記：SKS-80�1 地テン�16 層�P-629）
　撚糸文が施される土器片である。内面に炭化物が付着
する。住居址西側の床面上から出土したもので、住居址
の使用時もしくは廃絶直後に廃棄されたものと推定され
る。

KNSK-9（注記：SKS-70�1 地テン�3 住フク土上�P-556）
　発掘調査報告書（中川・領家 2009）の第 37 図 50 に掲
載された土器。口縁部から胴上部にかけての破片で、口
縁部は縄文地に隆線による区画文と渦巻文が施される。
胴部側も縄文地で沈線による平行沈線や蛇行懸垂文が施
されている。内面に炭化物が付着する。KNSK-5 に近接
した住居址中央より北側の覆土上層から出土したもので、

表 3　測定結果一覧

表 2　処理一覧

表 1　試料一覧
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　KNSK-3 は、1 標準偏差で、4721-4620calBP の約 100
年間に収まる確率が 48.8% である。2 標準偏差では、
4734-4579calBPの約 150年間に収まる確率が64.5%である。
　KNSK-5 は、1 標準偏差で、4718-4665calBP の約 50 年
間に収まる確率が 26.5% である。2 標準偏差では、
4733-4577calBPの約 160年間に収まる確率が64.9%である。
　KNSK-6 は、1 標準偏差で、4735-4694calBP の約 40 年

塩酸で、80 度、60 分の処理を 2回おこなった。アルカリ
処理は、1回目は 0.1M の水酸化ナトリウム水溶液で、2
回目から 4回目は 1Mで、それぞれ 80 度 60 分の処理を
おこない、着色がなくなるまで繰り返した。
　回収した炭化物は重量を測って、KNSK-5・6・9 は年
代測定用と炭素・窒素同位体比分析用に分けた。3点の
試料については、山形大学高感度加速器質量分析センタ
ーに年代測定を依頼し、昭光サイエンス（株）に炭素・
窒素同位体比分析を依頼した。KNSK-3 については、鉱
物を除くために重液分離をおこなったところ、回収重量
が極めて少なかったため、東京大学総合研究博物館放射
性炭素年代測定室に測定を依頼した（表 2）。（西本・坂本）

５. 分析
　測定結果は表 3のとおりである。KNSK-3 については
炭素・窒素同位体比分析に回せるだけの炭素量が残らな
かった。

（１）年代測定の較正
　報告された炭素年代値を、OxCAL�v4�4.2（Bronk�Ramsey,�
2020）を用いて、較正データは IntCal20（Reimer�et�al.�
2020）により、較正年代を算出した（表 4、図 4・5・6）。 表４　推定される較正年代（calBP 表記）IntCal20

図 4　暦年較正図
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（２）炭素・窒素同位体比分析�
　表 3 の測定結果のδ13C 値とδ15N 値を用いて、横軸を
δ13C 値、縦軸をδ15N 値として炭素・窒素同位体比グラ
フを作成した（図 7）。
　平均的な森林樹木は光合成の仕組みからC3 植物に分類
され、δ13C 値が－ 26‰近辺に分布する。キビ、アワな

間に収まる確率が 24.9% である。2 標準偏差では、
4768-4615calBP の約 150 年間に収まる確率が 73.9% であ
る。
　KNSK-9 は、1 標準偏差で、4844-4820calBP の約 20 年
間に収まる確率が 46.1% である。2 標準偏差では、
4851-4810calBPの約40年間に収まる確率が54.2%である。

図 5　較正年代確率密度分布 

図 6　測定データと較正曲線（Intcal20）
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　KNSK-6 は、4766-4617calBP（76.1%）で、加曽利 E2
式～ E3 式（11c ～ 12a 期）に相当する。11c 期とすれば、
地紋が撚糸紋からみて連弧文土器の可能性が高い。
　KNSK-9 は、4845-4820calBP（51.9%）で、加曽利 E2
式（11ab 期）の可能性が高い。他の試料と比べてやや古
い年代を示すが、攪乱等の影響による混入か、使用年代
の古いものが廃棄された等の可能性が考えられる。
　今回 4点の分析ではあるが、土器型式が近い土器の年
代測定の事例を重ねていくことで、勝坂遺跡の研究の一

どはC4植物に分類され、－ 15‰を超える値を示す。一方、
CO2は海洋中のプランクトンにも取り込まれ、δ13C 値は
－ 21‰前後で陸上の C4 植物よりも大きい。食物連鎖は
同位体分別を引き起こす要因のひとつであり、捕食者で
ある動物ほど高いδ15N 値を示す（坂本 2007）。
　KNSK-5・6・9 の炭素・窒素同位体比分析から調理物
の内容を検討していく。通常、陸生動植物由来の試料は
－24 ～－26‰のδ13C 値をとることが多い。
　KNSK-5 は、δ13C 値が－ 26‰以下であり、δ15N 値は
5‰以下で、C3 植物を中心とした堅果類の利用が考えら
れる。KNSK-6は、δ13C値が－24.7‰である。KNSK-9は、
窒素の値が 4.22 と高いが、δ13C 値は、－ 26.7‰と低いの
で、C3 植物に加えて、シカ・イノシシなどの陸性哺乳類
を利用している可能性がある。� （西本・坂本）

６.　考察
　較正年代と土器型式の実年代について検討するため、
ここでは IntCal13 の較正年代を用いる（表 5、註 2）。
　KNSK-3と5は、同一個体の可能性が高い。4769-4583calBP
（76.6%）、4770-4581calBP�（76.7%）の較正年代は、小林謙
一の推定年代（小林 2019）と照らし合わせると、曽利Ⅳ
式（新地平編年（註 3）12ab 期）に相当する可能性が高い。
土器型式を勘案しても妥当な数値であろう。

図７　炭素・窒素安定同位体比グラフ（Yoneda et al. 2004 を基に作成）

表５　推定される較正年代（calBP 表記）IntCal13
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31,�97-107

助となることを期待する。
　土器付着物における調理物の検討もおこなったが、勝
坂遺跡は昭和初期に大山柏によって、「縄文農耕論」が論
じられた遺跡である（大山 1927）。また、近年の圧痕レ
プリカの研究成果として、マメ類の利用などが指摘され
ている（中山・佐野 2015、中川ほか 2019）。また、ツル
マメを多量に混入した連弧文土器は、加曽利E2式（11c2
期）のもので、本分析土器と同時期のものであり、C3 植
物の中身として、豆類の利用は当然想定できるであろう。
また、シカ・イノシシの利用も想定されている。
　このような学際研究が、遺跡の環境をさらに明らかに
していく可能性を、改めて指摘しておきたい。

（西本・坂本）
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註
（1）�　令和元年度国立歴史民俗博物館共同利用型共同研究
「関東縄紋時代中期後葉の土器群の年代的位置づけ」
（研究代表者　西本志保子　館内担当教授　坂本稔）
の経費によりAMS測定をおこなった。

（2）�　2020 年 8 月に IntCal20 が公開されたが、小林の土
器型式の実年代の研究は、現在のところ IntCal13
（Reimer�et�al.2013）でおこなわれているため、それ
に合わせて IntCal2013 で算出し直した。なお、両者
の推定年代に細かな違いはあるものの、縄文の実年代
が大きく変わることはない。

（3）�　新地平編年は、武蔵野台地から神奈川県の土器資料
を中心に設定された土器編年で、主に型式学的手法に
より、中期を 13 期 31 細別するもので 1995 年『シン
ポジウム縄文中期集落の新地平』で発表された（黒尾・
小林・中山 1995）。中期後葉加曽利 E1 式期が 10（a
～ c）期、E2 期が 11（a ～ c）期、E3 期が 12（a ～ c）
期に相当する。
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写真１　年代測定土器試料

KNSK-9 KNSK-9（内面）

KNSK-6 KNSK-6（内面）

KNSK-5 KNSK-5（内面）

KNSK-3 KNSK-3（内面）


